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将来⾒通しに係わる記述についての注意事項

事業利益について

本説明資料に記載されている将来の業績に関する⾒通しは、公表時点で⼊⼿可能な情報に基づく将来の予測であり、潜在的な
リスクや不確定要素を含んだものです。そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された⾒通しと⼤きく異なる結果となり
得ることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与えうる要素としては、⽇本および海外の経済情勢、市場におけるエプソンの新商品・新サービスの開発・提
供とそれらに対する需要の動向、価格競争を含む他社との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。
なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

本説明資料における表⽰⽅法
数値：表⽰単位未満を切り捨て ⽐率：円単位で計算後、表⽰単位の⼀桁下位を四捨五⼊

事業利益は、売上収益から 売上原価、 販売費及び⼀般管理費を控除して算出しております。
連結包括利益計算書上に定義されていない指標であるものの、⽇本基準の営業利益とほぼ同じ概念であることから、連結財務諸
表の利⽤者がエプソンの業績を評価する上でも有⽤な情報であると判断し、追加的に開⽰しております。
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 2017年度 第3四半期決算

 2017年度 通期業績予想



 ２０１７年度 第３四半期 連結累計期間の実績は、ご覧の通りです。

 売上収益は、前年同期比 ６７６億円 増収の ８，３３４億円、

事業利益は、 ４３億円 増益の ５８４億円、

四半期利益は、１２３億円 減益の ３４７億円 となりました。

 四半期利益の減益は、その他の営業収益費用で、

為替予約時とのレート差異による差益が発生した前年同期に対し、

今期は差損が発生していること、

また、第３四半期の税金費用で、

国内子会社の吸収合併に伴う減少があった前年同期に対し、

今期は、米国における税制改正の影響などによる増加があったことによります。

 なお、当連結累計期間の為替変動により、

売上収益で ３５１億円、事業利益で １０５億円 のプラス影響がありました。
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決算ハイライト（第３四半期連結累計期間）

* 基本的1株当たり四半期利益

3Q累計 % 3Q累計 % 増減額 増減率

132.93 98.12
円 円

106.63 111.67
円 円

118.02 128.48
円 円

換算
レート

USD

EUR

EPS*

四半期利益 470 6.1% 347 4.2% -123 -26.3%

税引前利益 573 7.5% 510 6.1% -63 -11.1%

-50 -8.8%営業利益 572 7.5% 522 6.3%

事業利益 540 7.1% 584 7.0% +43 +8.1%

+676 +8.8%
（億円)

2016年度 2017年度 前年同期⽐

売上収益 7,658 - 8,334 -

為替影響額
(億円)

売上収益 事業利益

USD +115 △31
EUR +110 +72

その他通貨 +124 +65
合計 +351 +105



 ２０１７年度 第３四半期の実績は、ご覧の通りです。

 売上収益は、前年同期比 ２７８億円 増収の ３，０６１億円、

事業利益は、 １９億円 増益の ３０３億円、

四半期利益は、 ８９億円 減益の １９５億円 となりました。

 当四半期の為替変動により、

売上収益で １３５億円、事業利益で ５５億円 のプラス影響がありました。
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3Q実績 % 3Q実績 % 増減額 増減率

81.03 55.57
円

109.30 112.92
円 円

117.78 132.96
円 円EUR

EPS*

換算
レート

USD

四半期利益 284 10.2% 195 6.4% -89 -31.3%

-7.5%税引前利益 303 10.9% 280 9.2% -22

営業利益 295 10.6% 285 9.3% -9 -3.3%

+6.9%事業利益 283 10.2% 303 9.9% +19

+278 +10.0%
（億円)

2016年度 2017年度 前年同期⽐

売上収益 2,782 - 3,061 -

決算ハイライト（第３四半期）

* 基本的1株当たり四半期利益

為替影響額
(億円)

売上収益 事業利益

USD +28 △7
EUR +60 +42

その他通貨 +46 +21
合計 +135 +55



 こちらは、事業セグメント別の 四半期 売上収益推移となります。

 第３四半期は、各事業セグメントにおいて販売拡大が継続したことに加え、

為替によるプラス影響もあり、大きく増収となりました。
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四半期売上収益推移  事業セグメント別

（億円）

1,573 1,613 
1,923 1,756 1,659 1,761 
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2016/1Q
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2016/2Q
実績

2016/3Q
実績

2016/4Q
実績

2017/1Q
実績

2017/2Q
実績

2017/3Q
実績

前年同期⽐ +278
連結合計

ビジュアル
コミュニケーション

前年同期⽐ +57

前年同期⽐ +192

ウエアラブル・
産業プロダクツ
前年同期⽐ +25 

前年同期⽐ +5

その他

全社費⽤・調整額

プリンティング
ソリューションズ

2,390 2,484 2,782 2,590 2,548 2,725 3,061

-6 1 -3 -7 -8 0 2



 プリンティングソリューションズの売上収益の前年同期との比較は、

ご覧のとおりです。

 プリンター事業は、

大容量インクタンクモデルの販売数量が、引き続きエマージング地域・先進国ともに

拡大しました。

また、インクカートリッジモデル本体の販売数量は、日本で家庭向けが減少したものの、

欧米において、競合プロモーションへの対応を図ったことなどもあり、

オフィス向けを中心に増加し、全体の販売数量は若干増加しました。

インクは、日本、北米のチャネルにおける一時的な在庫調整や、

家庭向けプリンターの市場稼働台数の減少の影響がありましたが、

為替のプラス影響もあり、売上収益は前年同期並みとなりました。

 SIDMは、中国において税制改定の方針変更による一時的な販売減少があった

前年同期に対し、販売数量が増加しました。

 事業全体では、これらに加え、為替のプラス影響もあり、増収となりました。

 プロフェッショナルプリンティングは、

大判プリンターで、フォト・グラフィックス分野が競合他社の影響により減少したものの、引き

続き、サイネージ・テキスタイル・ラベル分野で販売が拡大しました。

また、POSプリンターは、北米における案件の獲得などにより、

販売が好調に推移しました。

これらに加え、為替のプラス影響もあり、事業全体では、増収となりました。
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四半期売上収益⽐較  プリンティングソリューションズ

1,392 1,557 

492 
523 

42 
39 

-3 -4
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2016/3Q
実績

2017/3Q
実績

セグメント内消去

前年同期⽐ +165

プリンター

1,923 2,116

売上収益⽐率
2016/3Q 2017/3Q

IJP 84% 84%
SIDM 7% 8%
その他 9% 8%

（億円）

IJP : Inkjet Printers
SIDM : Serial Impact Dot Matrix Printers

• ⼤判プリンター:
サイネージ、テキスタイル、ラベル
分野での販売拡⼤継続

• POSプリンター:
北⽶向けで案件獲得

前年同期⽐ +31

前年同期⽐ -3

PC、その他

プロフェッショナル
プリンティング

• IJP:
⼤容量インクタンクモデル拡⼤
インクカートリッジモデル数量増加
インク売上前年同期並み

• SIDM:
前年同期に落ち込んだ需要から
数量増加



 ここで、大容量インクタンクモデルと、高速ラインインクジェット複合機の

現在までの状況についてご説明します。

 始めに、大容量インクタンクモデルの状況をご説明します。

 左のグラフは、A４サイズ プリンター・複合機の

グローバルでの市場構成比を示したグラフです。

 構成は、下から大容量インクタンクモデル、

インクカートリッジタイプのインクジェットプリンター、

１分間あたりの印刷枚数が２１枚以上のレーザープリンター、

２０枚以下のレーザープリンターとなっています。

 ご覧のように、大容量インクタンクモデルは、ワールドワイドで着実に拡大し、

A4サイズプリンター市場の中でも、１０％を超える水準となりました。

 右のグラフは、大容量インクタンクモデルのメーカー別出荷数量の推移を表しています。

 青い棒グラフはエプソンの出荷数量を示していますが、

ご覧の通り、他社が市場参入した後でも、エプソンの大容量インクタンクモデルは

着実に拡大していることがご確認いただけます。

7

7

レーザープリンター（21ppm以上）
インクジェットプリンター（インクカートリッジモデル）

⼤容量インクタンクモデルの拡⼤

 ⼤容量インクタンクモデル市場は、WWで着実に拡⼤し、
A4サイズプリンター*市場の中でも⼀定の地位を確⽴

 競合他社の市場参⼊後も、エプソンの出荷数量は拡⼤
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＜⼤容量インクタンクモデル出荷数量推移（WW）＞
＜A4サイズプリンター*市場動向（WW）＞

（万台）インクジェットプリンター（⼤容量インクタンクモデル）

IDC Worldwide Quarterly Hardcopy Peripherals Tracker 2017Q3をもとにセイコーエプソン調べにて作成
本資料からの転載を禁⽌します

IDC Worldwide Quarterly Hardcopy Peripherals Tracker 2017Q3をもとにセイコーエプソン調べにて作成
本資料からの転載を禁⽌します

レーザープリンター（1-20ppm）

* プリンターには複合機を含みます。



 続いて、高速ラインインクジェット複合機における取り組みをご説明します。

 昨年の６月に市場投入した高速ラインインクジェット複合機は、

日本、欧州、北米に続き、１２月までに中国をはじめとするアジア諸国でも

販売を開始しました。

 各地域で、販売体制の整備やプロモーション活動の強化を図り、

いよいよグローバル展開を進めてまいります。

 また、同時に、お客様との対話や商談を積み上げる中で顕在化した、

新たなお客様のニーズにも、対応していきます。

 例えば、多くの企業が、オフィスにおける環境負荷の低減に向けた

取り組みを進めており、

エプソンの高速ラインインクジェット複合機の特長である低消費電力など

環境性能の訴求が効果的であることなどが、改めて確認できました。

 このため、１分間に１００枚を印刷できる高速・高画質の印刷性能に加え、

レーザー方式に対し、消費電力量が大幅に低減できることなど、

環境性能を訴求したコミュニケーションを強化して展開いたします。

 また、日本市場特有のサーバーレス認証機能を追加するなど、

お客さまの要望に応えた機能の追加も行いました。
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⾼速ラインインクジェット複合機における取り組み

 12⽉までにグローバルでローンチ完了

継続的に各地域での販売体制・プロモーションを強化
 専属の販売/サポート担当者の採⽤
 性能を実感できる機会を増加
 販売店との関係強化

お客様の新たなニーズへの対応
 オフィスの環境負荷低減のトレンドに対し、

企業に響く環境訴求のコミュニケーションを
実施

 お客様の要望に応えた機能の追加



 ビジュアルコミュニケーションは、

プロジェクター市場全体で、大きな成長が見られないなか、

エプソンは、高光束をはじめ、超短焦点、スタンダード、ホームの

すべてのカテゴリーで、販売数量が拡大し、

為替のプラス影響もあり、増収となりました。
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四半期売上収益⽐較  ビジュアルコミュニケーション

• プロジェクター：販売数量増加

459 
516 

0
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200

300

400

500

600

2016/3Q
実績

2017/3Q
実績

前年同期⽐ +57

ビジュアル
コミュニケーション

459 516
（億円）

プロジェクター利⽤シーンのイメージ
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 続いて、ウエアラブル・産業プロダクツです。

 ウエアラブル機器は、前年同期並みに推移しました。

 ロボティクスソリューションズは、

ロボットが、中華圏で、モバイル機器組立用途が増加したことに加え、

欧州でも、自動車、電子部品などの搬送・組立用途も増加し、

為替のプラス影響もあり、増収となりました。

 マイクロデバイス他は、

水晶で、中華圏のスマートフォン向けの減少などがあったものの

半導体で、内需・外販・ファンドリービジネスの好調が継続し、

微細合金粉末、表面処理加工などでも、堅調に推移したことに加え、

為替のプラス影響もあり、事業全体では、増収となりました。
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四半期売上収益⽐較  ウエアラブル・産業プロダクツ

• ⽔晶デバイス：
パーソナル機器向けで減少

• 半導体：
内需・外販・ファンドリーともに好調

• ウオッチ：前年同期並み

• ロボット：
中華圏のモバイル向けや、
欧州の⾃動⾞、電⼦部品等で
拡⼤継続

130 132 

36 53 
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254 

-12 -160
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前年同期⽐ +1

前年同期⽐ +17

前年同期⽐ +9

セグメント内消去

マイクロデバイス他

ロボティクス
ソリューションズ

ウエアラブル機器

398 423
（億円）
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 販売費及び一般管理費の四半期推移は、ご覧の通りです。

 前年同期からは、為替が円安に推移した影響もあり、８７億円の増加となりました。

 人件費、販売促進費、広告宣伝費は

販売体制の強化や、戦略製品のプロモーション活動などにより増加しました。

 その他の項目は、

一部の知的財産に関する費用の、計上科目変更にともなう増加などがありました。

11

四半期販売費及び⼀般管理費推移

（売上収益⽐）

236 227 239 255 256 256 260

125 137 134 129 123 120 128
62 67 77 85 66 83 9640 48 54 66

39 53 63
236 237
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29.4% 28.9% 27.6%

31.4% 29.2% 29.8%
27.9%
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（億円） 701 745719 814 853853811766

⼈件費

販売促進費

広告宣伝費

その他

前年同期⽐ +44

前年同期⽐ +8

前年同期⽐ +19

前年同期⽐ +21

前年同期⽐ +87
連結合計

研究開発費

前年同期⽐ -6



 事業セグメント別の 四半期 事業利益推移は、ご覧のとおりです。

 前年同期に対して、プリンティングソリューションズは、

高速ラインインクジェット複合機を中心に戦略製品の販売基盤強化のための

積極的な費用投下に加え、電子部品や原料・素材等の調達価格上昇など、

費用の増加があったものの、増収効果に加え、為替によるプラス影響により、

セグメント全体では増益となりました。

 ビジュアルコミュニケーションは、

プロジェクターの増収や、為替のプラス影響を受けて、増益となりました。

 ウエアラブル・産業プロダクツは、増収効果があったものの、

水晶デバイスにおけるモデルミックスの変動や費用の増加などにより、

セグメント全体で、減益となりました。

 全社費用・調整額の費用増加には、

一部の知的財産に関する費用の、計上科目変更にともなう増加などが含まれています。
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四半期事業利益推移  事業セグメント別

前年同期⽐ +9

前年同期⽐ +34

前年同期⽐ +19
連結合計
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 ここで、前回開示の前提となる第３四半期の社内計画に対する進捗をご説明します。

 売上収益は、一部事業で未達でしたが、為替のプラス影響もあり、計画を上回りました。

一方、事業利益は、一部事業の売上の未達に加え、費用の増加もあり、

為替のプラス影響があったものの、若干の未達となりました。

 プリンティングソリューションズの売上収益は、

インクカートリッジモデル本体で、

欧米における競合プロモーションに応じた価格対応の実施、

インク売上で、本体数量の販売未達の影響に加え、チャネルの一時的な

在庫調整による、一部売上の第４四半期へのスライド、

また、大容量インクタンクモデルで、一部部品の調達納期の変更による、

第４四半期へのスライドがあり、計画未達となりました。

 事業利益は、売上収益の未達に加え、

電子部品や原料・素材などで想定以上の調達価格の上昇があったことなどもあり、

未達となりました。

なお、インクカートリッジモデル本体の生産変動に伴う利益影響は、

概ね計画通りに推移しました。

 ビジュアルコミュニケーションは、堅調に推移しました。

 ウエアラブル・産業プロダクツは、水晶で、中華圏のスマートフォン向け、

および、ウエアラブル機器で、一部新商品などが計画未達となったことから、

売上収益、事業利益ともに計画未達となりました。

12

スライドは
前ページと同様



13

 第３四半期 事業利益の前年同期比 増益額 １９億円の要因分析は、

ご覧のとおりです。

 数量変動は、家庭向けインクカートリッジ、フォト・グラフィックスの大判プリンターで

マイナス影響がありましたが、大容量インクタンクモデル、プロジェクター、

半導体、ロボットなどのプラス効果が上回りました。

 価格変動は、マイクロデバイスや、

欧米でのインクカートリッジモデル本体の価格下落があったものの、

インクカートリッジやプロジェクターのミックス変動などにより、

トータルでプラスとなりました。

 コスト変動は、高付加価値製品の増加や、原材料費等の高騰の影響などがありました。

 販管費の増加は、販売体制の強化などによるものです。

13

事業利益
2017/3Q
事業利益

19億円増益

第3四半期 事業利益増減要因分析

0

価格変動
販管費増加

コスト変動他*

数量変動

為替影響

303+25

-56

+49（億円）

283 -54
+55

2016/3Q
＊コスト変動他：コスト変動とその他の項⽬を合算
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 財政状態計算書の主要項目について、ご説明します。

 資産合計は、売上債権およびその他の債権や、棚卸資産、

フィリピン新工場完成による有形固定資産の増加などにより、

前期末に対して７４０億円増加し、１兆４８４億円となりました。

 棚卸資産は、前期末に対して２２５億円増加し、２，３１０億円となりました。

14

財政状態計算書主要項⽬推移

10,062 9,413 9,844 9,743 10,484

0

5,000

10,000

2015/3末 2016/3末 2016/12末 2017/3末 2017/12末

2,204 2,016 2,134 2,085 2,310

0

1,000

2,000

2015/3末 2016/3末 2016/12末 2017/3末 2017/12末

（億円）
資産合計

棚卸資産
（億円）
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 有利子負債は、

前期末に対して２９９億円増加の、１，７６４億円となり、

資産合計の有利子負債依存度は１６．８％となりました。

 ネットキャッシュは、４７２億円となりました。

 親会社の所有者に帰属する持分は、

前期末に対して３３１億円増加の ５，２５３億円となり、

親会社所有者帰属持分比率は、５０．１％となりました。

15

財政状態計算書主要項⽬推移

1,859 1,417 1,406 1,465 1,764

18.5% 15.1% 14.3% 15.0% 16.8%

0

2,000

4,000

2015/3末 2016/3末 2016/12末 2017/3末 2017/12末

4,943 4,678 4,884 4,921 5,253

49.1% 49.7% 49.6% 50.5% 50.1%

0

2,000

4,000

6,000

2015/3末 2016/3末 2016/12末 2017/3末 2017/12末

（億円）
有利⼦負債・有利⼦負債依存度

親会社の所有者に帰属する持分・親会社所有者帰属持分⽐率
（億円）
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 2017年度 第3四半期決算

 2017年度 通期業績予想



 ２０１７年度通期の業績予想は、ご覧のとおりとなります。

 売上収益は １兆 １，１００億円

事業利益は ７９０億円

当期利益は ５１０億円 としました。

 また、第４四半期の為替前提は、足元の円安水準を反映し、

USドル １１０円、ユーロ １３０円としました。

17

17

2017年度 業績予想

*1:基本的1株当たり当期利益

実績 % 10/26 予想 % 1/31 予想 % 前期
実績⽐

10/26
予想⽐

+851 +400
+8.3% +3.7%

+131 ±0
+20.0% ±0%

+41 -40
+6.1% -5.3%

+45 -40
+6.7% -5.3%

+25 -70
+5.3% -12.1%

136.82 164.67 144.79
円 円 円

108.38 110.00 111.00
円 円 円

118.79 125.00 129.00
円 円 円

6.6%

4.7%

EPS*1

換算レート
USD

EUR

6.5%

当期利益 580 5.4% 510 4.6%

税引前利益 760 7.1% 720674

484

7.1%

営業利益 760 7.1% 720 6.5%678

790事業利益 658 6.4% 790 7.4%

6.6%

（億円)

2016年度 2017年度

売上収益 10,248 - 10,700 - 11,100 -

第4四半期の為替前提

USD 110円

EUR 130円

為替感応度*2 売上収益 事業利益

USD △30 +4
EUR △15 △10

その他通貨合計 △28 △11
*2:USD/EURは1円の円⾼による年間影響額（億円）

その他通貨は１％の円⾼による年間影響額（億円）



 通期業績予想の、事業セグメント別の売上収益と事業利益は、ご覧のとおりです。

18

18

（億円）

売上収益 事業利益

前期⽐ +78
前回予想⽐ +30

前期⽐ +1
前回予想⽐ -20

前期⽐ -102
前回予想⽐ ±0

前期⽐ +158
前回予想⽐ -10

前期⽐ +131
前回予想⽐ ±0

841 
1,010 1,000 

161 

210 240 
78 

100 80 

-4 -10 -10
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

FY2016
実績

FY2017
前回予想

FY2017
今回予想

658 790 790

6,866 7,220 7,450 

1,796 
1,910 1,980 

1,585 
1,630 1,680 

15 
10 

10 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

FY2016
実績

FY2017
前回予想

FY2017
今回予想

前期⽐ +183
前回予想⽐ +70

前期⽐ +94
前回予想⽐ +50

連結合計

その他

ビジュアル
コミュニケーション

前期⽐ -4
前回予想⽐ +50

全社費⽤・調整額

プリンティング
ソリューションズ
前期⽐ +583
前回予想⽐+230

前期⽐ +851
前回予想⽐+400

-417 -520 -520

連結合計

その他

ウエアラブル・
産業プロダクツ

ビジュアル
コミュニケーション

全社費⽤・調整額

プリンティング
ソリューションズ

（億円）（億円） 10,248 10,700 11,100

2017年度 業績予想  事業セグメント別

-15 -70 -20

ウエアラブル・
産業プロダクツ



 ここで、２０１７年度の業績予想のポイントを説明いたします。

 エプソンの成長に向けた取り組みは着実に前進しています。

 現在の収益ドライバーでもある、大容量インクタンクモデルの販売は、

一部において第４四半期にスライドとなりましたが、

各地域で、引き続き、需要が強く推移していることから、

年間での販売数量は、前回予想からさらに引き上げ、７９０万台以上を見込みます。

 高速ラインインクジェット複合機は、グローバルでの展開を開始しました。

 サイネージ、テキスタイル、ラベル用の大判プリンターや、

プロジェクター、ロボットは、継続的な販売拡大を予想しています。

 今回の業績予想では、エプソンの取り組みの成果を継続的に見込む一方で、

直近の事業環境における変化を反映しました。

 第４四半期の為替前提は、足元の水準を鑑み見直します。

 部品や材料などの調達価格は、前回予想から、さらに上昇することを見込みました。

 プリンター事業では、

インクカートリッジモデル本体で、競合プロモーションへの対応に加え、

インクにおいても、家庭向け本体の稼働台数減少による影響などを見込んでいます。

 水晶では、中国モバイルメーカーの需要変調による、売上減少を見込みました。

 ウエアラブル機器は、一部新製品の販売低迷を織り込みました。

 以上の通り、事業環境に変化がありましたが、

成長のベースとなる売上収益は着実に拡大しています。

したがって将来成長に向けた費用投下や投資は、中期経営計画に基づき、

意志を持って実施してまいります。

 この方向性に基づき、設備投資は、将来的な生産体制の強化に備えて、

海外の事業用地を拡張することとし、今期の予想を増額いたします。

19
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2017年度 業績予想のポイント
 成⻑に向けた取り組みは前進
 ⼤容量インクタンクモデルの売上拡⼤継続
 ⾼速ラインインクジェット複合機のグローバルローンチ
 サイネージ・テキスタイル・ラベル⽤⼤判プリンター/

プロジェクター/ロボットの売上拡⼤
 事業環境の変化を反映
 為替前提の⾒直し（4Q:USD 110円/EUR 130円)
 部品・材料調達価格のさらなる上昇
 プリンター : インクカートリッジモデルの本体/インクの環境変化
 マイクロデバイス他（⽔晶）: 中国モバイルメーカー需要の変調
 ウエアラブル機器 : ⼀部新製品の販売低迷
事業環境に変化があったものの、成⻑のベースとなる売上収益は
拡⼤しており、将来成⻑に向けた費⽤投下・投資は継続する



 こちらは、プリンティングソリューションズの事業別売上収益です。

 先ほどご説明したとおり、

プリンター事業は、

インクカートリッジモデル本体で、競合プロモーションによる影響や、

インク売上の減少を見込む一方、

大容量インクタンクモデルのさらなる増加を反映しました。

 プロフェッショナルプリンティングは、

POSプリンターを中心に堅調な推移を見込みます。

 以上に加え、為替のプラス影響もあり、セグメント全体で上方修正いたします。

20
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2017年度 業績予想  事業別売上収益
プリンティングソリューションズ

4,812 5,190 5,330 

1,886 
1,860 1,960 

184 
180 180 

-16 -10 -20
0

2,000

4,000

6,000

8,000

FY2016
実績

FY2017
前回予想

FY2017
今回予想

セグメント内消去

プリンター

PC、その他

プロフェッショナル
プリンティング

6,866 7,220 7,450

売上収益⽐率

前期⽐ -4
前回予想⽐ ±0

前期⽐ +73
前回予想⽐+100

前期⽐ +517
前回予想⽐+140

FY2016 FY2017

IJP 81% 83%
SIDM 9% 8%

Others 10% 9%

（億円）



 こちらは、ビジュアルコミュニケーションとウエアラブル・産業プロダクツの

事業別売上収益です。

 ビジュアルコミュニケーションは、

前回予想同様に、プロジェクターでの着実な数量成長に加え、

高光束モデルなどの高付加価値製品の販売増加による

モデルミックスの改善を計画しており、

為替のプラス影響もあり、上方修正いたします。

 ウエアラブル・産業プロダクツでは、

水晶デバイスでの売上減少や、

ウエアラブル機器での一部新製品の販売低迷を織り込むものの、

ロボティクスソリューションズや、半導体での堅調な販売を反映し、

為替のプラス影響もあり、

セグメント全体で上方修正いたします。
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2017年度 業績予想  事業別売上収益
ウエアラブル・産業プロダクツ

507 480 490 

169 220 250 

965 980 1,000 

-56 -50 -600
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1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

FY2016
実績

FY2017
前回予想

FY2017
今回予想

セグメント内消去

マイクロデバイス他

ロボティクス
ソリューションズ

ウエアラブル機器

ビジュアルコミュニケーション

1,796 1,910 1,980 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

FY2016
実績

FY2017
前回予想

FY2017
今回予想

ビジュアル
コミュニケーション

1,796 1,910 1,980 1,585 1,630 1,680

前期⽐ +183
前回予想⽐ +70

前期⽐ +34
前回予想⽐ +20

前期⽐ +80
前回予想⽐ +30

前期⽐ -17
前回予想⽐ +10

（億円）（億円）
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 研究開発費は前回予想から変更ありません。

 設備投資は、前回予想から２０億円増額の７８０億円を見込みます。

 減価償却費は、為替が円安に推移していることなどから、

前回予想より２０億円増額となる、４７０億円を見込みます。

22

研究開発費/設備投資・減価償却費

（億円）

設備投資内訳 FY2016
実績

FY2017
予想

プリンティングソリューションズ 439 440

ビジュアルコミュニケーション 102 140 

ウエアラブル・産業プロダクツ 91 100 

その他・全社費⽤ 119 100 （億円）

予想実績実績実績 実績

予想実績実績実績 実績

378 454 
694 

753 780 

407 444 453 432 470 

0

500

FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

設備投資 減価償却費

488 478 531 527 540 

0

500

FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

研究開発費
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 ２０１７年度のキャッシュ・フローの予想は、

営業活動によるキャッシュ・フローは、１，０６０億円を据え置きますが、

投資活動によるキャッシュ・フローは、 ７８０億円に変更し、

その結果、フリー・キャッシュ・フローは、 ２８０億円と予想します。

23

1,148 1,088 1,130 
968 

1,060 

-412 
-327 

-515 

-757 -780 

736 760
614

211 280

-1,000

0

1,000

FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

フリー・キャッシュ・フロー

予想実績実績実績 実績

（億円）
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 以上の業績予想に基づく２０１７年度の主な経営指標は、

ＲＯＳが ７．１％

ＲＯＡが ７．８％

ＲＯＥが ９．９％ となります。

24
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ROA：

ROS：

ROE：

（%）

主な経営指標

資産合計事業利益率 ：事業利益／資産合計（平残）

売上収益事業利益率 ：事業利益／売上収益

親会社所有者帰属持分当期利益率 ：
親会社の所有者に帰属する当期利益／親会社の所有者に帰属する持分（平残）

予想実績実績実績 実績



 最後に、株主のみなさまへの利益還元についてご説明します。

 ご覧の通り、株主還元の基本方針と中期的な目標は、

中期経営計画で示した内容から変更ありません。

 ２０１７年度の配当は、

中間配当で、期初予想どおり１株当たり３０円といたしましたが、

期末配当は、今期の業績が戦略の進捗や為替影響などにより、

前期比で増収・増益の見通しであるため、

連結配当性向や資金の状況などを考慮し、

前回予想の１株当たり３０円から３２円に上方修正いたします。

 これにより、１株当たり年間配当については、中間配当と合わせて、

６２円となる予定です。

 以上

25
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株主還元
 成⻑戦略に基づく投資を最優先に⾏ったうえで、経営環境の変化などに

耐え得る強固な財務構造の構築と積極的な利益還元に並⾏して取り組む
 中期的には連結配当性向*140％程度を⽬標としたうえで、株価⽔準や

資⾦の状況などを総合的に勘案し、必要に応じて機動的に⾃⼰株式の
取得を⾏い、より積極的な株主還元を図る

 配当実績・予想

13
35

30 30 30 3037

80
30 30 30 32

FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

期末

中間

1株当たり配当⾦額の推移（円）*2

*1：当社の本業による利益を⽰す事業利益（⽇本基準の営業利益とほぼ同じ概念の利益）から法定実効税率相当額を控除した利益に基づく
*2：当社は2015年4⽉1⽇に1:2の株式分割を実施しました。グラフの⾼さは分割後の⽔準で表⽰しています

実績 実績実績 実績 前回予想 今回予想

2017年度 年間配当予想 62円
（中間配当 30円／期末配当予想 32円）
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補⾜資料
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主要商品の販売動向
 実績および予想（前年同期⽐）

商品 FY2016
通期(実績)

FY2017
1Q(実績)

FY2017
2Q(実績)

FY2017
3Q(実績)

FY2017
通期(予想)

為替レート USD/EUR ¥108.38 / 
¥118.79

¥111.08 / 
¥122.12

¥111.00/
¥130.36

¥112.92/
¥132.96

¥111.00 / 
¥129.00

IJP 本体

数量 +5% +7% +4% +13% ＋10%

数量構成⽐
オフィス/⼤容量 約20%/約40% - - - 20%弱/50%弱

ASP -1桁%台後半 +10%台前半 +10%台半ば +10%台前半 +10%台半ば

売上収益 -1桁%台前半 +10%台後半 +20%程度 +20%台半ば +20%台後半

IJP インク
数量 -4% -2% -3% -7% -

ASP -1桁%台前半 +1桁%台半ば +1桁%台後半 +1桁%台後半 -

売上収益 -1桁%台半ば +1桁%台前半 +1桁%台半ば 前期並み +1桁%台前半

SIDM 本体
数量 +4% -25% -15% +19% -9%

ASP -10%台後半 +1桁%台前半 +1桁%台後半 前期並み +1桁%台前半

売上収益 -10%台半ば -20%台前半 -１桁%台後半 +10％台後半 -1桁%台後半

プロジェクター
数量 +6% -2% +1% +5% +3%

ASP -1桁%台後半 +10%台半ば +10%台半ば +1桁%台後半 +1桁%台後半

売上収益 -1桁%台前半 +10%台前半 +10%台半ば +10%台前半 +10%程度

ASP,売上収益は⽇本円換算後

本資料は、エプソン内部の管理値に基づく指標です。
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主な業績指標

項⽬ FY2016
実績

FY2017
予想

FY2018
⽬標 項⽬ FY2016

実績
FY2017

予想
Epson 25
第1期累計

為替レート USD ¥108.38 ¥111.00 ¥115.00 USD ¥108.38 ¥111.00 ¥115.00

EUR ¥118.79 ¥129.00 ¥125.00 EUR ¥118.79 ¥129.00 ¥125.00

プリンティング
ソリューションズ

売上収益 6,866 7,450 8,050 営業CF 968 1,060 3,300程度

事業利益 841 1,000 - FCF 211 280 1,200程度

ビジュアル
コミュニケーション

売上収益 1,796 1,980 2,000

事業利益 161 240 - 設備投資 753 780 2,100程度

ウエアラブル・
産業プロダクツ

売上収益 1,585 1,680 1,950 研究開発費 527 540 積極的に投下

事業利益 78 80 -

その他 売上収益 15 10 0

事業利益 △4 △10 -

全社・調整額 売上収益 △15 △20 0

事業利益 △417 △520 -

連結合計 売上収益 10,248 11,100 12,000

事業利益 658 790 960

ROS 6.4% 7.1% 8%

ROE 10.1% 9.9% 継続的に
10%以上

（億円） （億円）
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